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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１電極パターンを持つスイッチ構造体と、
　第２電極パターン及び集積回路部を持つ基板と、
　前記スイッチ構造体と前記基板との間に介される弾性体と、を備えるが、
　前記集積回路部は、
　前記第１電極パターン、前記弾性体、及び前記第２電極パターンを通じて、ユーザタッ
チ入力動作によって発生する静電容量の変化を感知して第１出力信号を生成し、ユーザプ
ッシュ入力動作によって発生する静電容量の変化を感知して第２出力信号を生成し、
　前記スイッチ構造体は、
　キャップ部と、
　前記キャップ部を支持する支持部と、
　前記ユーザプッシュ入力動作による前記支持部の移動経路をガイドするガイド部と、を
備えており、
　前記第１電極パターンは前記支持部及び前記ガイド部に形成され、前記第１電極パター
ンの一部分は、前記支持部の上面から側面及び下面に沿って前記ガイド部の下面に延びる
、
　静電式スイッチ。
【請求項２】
　前記第２電極パターンの一部分は前記弾性体に形成されるが、前記ガイド部の下面に形
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成された前記第１電極パターンの一部分と間隙をおいて対面する請求項１に記載の静電式
スイッチ。
【請求項３】
　前記第１電極パターンの一部分は前記スイッチ構造体の下面に形成され、
　前記第１電極パターンの他の部分は前記弾性体に形成されるが、前記スイッチ構造体の
下面に形成された前記第１電極パターンの一部分と当接する請求項１に記載の静電式スイ
ッチ。
【請求項４】
　前記ユーザタッチ入力動作は前記弾性体の物理的な変化を伴わず、前記ユーザプッシュ
入力動作は前記弾性体の物理的な変化を伴う請求項１に記載の静電式スイッチ。
【請求項５】
　前記静電式スイッチは、前記第１電極パターンの露出面のうち少なくとも一部を覆うカ
バー部材をさらに備える請求項１に記載の静電式スイッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の技術的思想は静電式スイッチに係り、さらに詳細には、ユーザタッチ入力であ
るか、あるいはユーザプッシュ入力であるかによって互いに異なる静電容量の変化に対応
して多くの機能を行うための電気的な信号を出力する静電式スイッチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子製品、機械道具、自動車及びそれに関するシステム、及びあらゆる類型の装置を制
御するに際して機械式スイッチ、静電式スイッチなどが使われてきた。既存のスイッチは
一つの入力に対応して一つの機能を行うための信号のみを出力するため、多機能的に使え
ないという限界があり、これに対する代案として多機能スイッチが提示された。しかし、
従来の多機能スイッチは、機械式スイッチと静電式スイッチとが混合された方式で実行し
ようとする機能を区別しているため、機械式スイッチの限界と静電式スイッチの限界とを
いずれも持つという問題がある。例えば、従来の多機能スイッチは、機械式スイッチにお
ける、接点を具現するために構造的な複雑度及びコストが高くなるという問題点と、静電
式スイッチにおける、電極パターンの形成とＩＣ実装などのために多くの工程が要求され
るにつれて工程複雑度及びコストが高くなるという問題点とを持つ。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、ユーザタッチ入力であるか、あるいはユーザ
プッシュ入力であるかによって互いに異なる静電容量の変化に対応して多くの機能を行う
ための電気的な信号を出力する静電式スイッチ及びその動作方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の技術的思想による一様態による静電式スイッチは、第１電極パターンを持つス
イッチ構造体と、第２電極パターン及び集積回路部を持つ基板と、前記スイッチ構造体と
前記基板との間に介される弾性体と、を備えるが、前記集積回路部は、前記第１電極パタ
ーン、前記弾性体、及び前記第２電極パターンを通じて、ユーザタッチ入力動作によって
発生する静電容量の変化を感知して第１出力信号を生成し、ユーザプッシュ入力動作によ
って発生する静電容量の変化を感知して第２出力信号を生成する。
【０００５】
　例示的な実施形態によれば、前記第１電極パターンの一部分は前記スイッチ構造体の内
部の上面から側面に延びるか、または前記スイッチ構造体の内部の上面から側面に沿って
下面に延びる。
【０００６】
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　例示的な実施形態によれば、前記スイッチ構造体は、キャップ部と、前記キャップ部を
支持する支持部と、前記ユーザプッシュ入力動作による前記支持部の移動経路をガイドす
るガイド部と、を備える。
【０００７】
　例示的な実施形態によれば、前記第１電極パターンは前記支持部に形成され、前記第１
電極パターンの一部分は前記支持部の上面から側面に延びるか、または前記支持部の上面
から側面に沿って下面に延びる。
【０００８】
　例示的な実施形態によれば、前記第１電極パターンは前記支持部及び前記ガイド部に形
成され、前記第１電極パターンの一部分は、前記支持部の上面から側面及び下面に沿って
前記ガイド部の下面に延びる。
【０００９】
　例示的な実施形態によれば、前記第２電極パターンの一部分は前記弾性体に形成される
が、前記ガイド部の下面に形成された前記第１電極パターンの一部分と間隙をおいて対面
する。
【００１０】
　例示的な実施形態によれば、前記第１電極パターンの一部分は前記スイッチ構造体の下
面に形成され、前記第１電極パターンの他の部分は前記弾性体に形成されるが、前記スイ
ッチ構造体の下面に形成された前記第１電極パターンの一部分と当接する。
【００１１】
　例示的な実施形態によれば、前記ユーザタッチ入力動作は前記弾性体の物理的な変化を
伴わず、前記ユーザプッシュ入力動作は前記弾性体の物理的な変化を伴う。
【００１２】
　例示的な実施形態によれば、前記第１電極パターンは、レーザー直接構造化工程または
多重射出工程によって前記スイッチ構造体に直接的に形成される。
【００１３】
　例示的な実施形態によれば、前記静電式スイッチは、前記第１電極パターンの露出面の
うち少なくとも一部を覆うカバー部材をさらに備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の技術的思想による実施形態による静電式スイッチは、接点を具現する必要がな
くて構造的複雑度が緩和し、接点の磨耗につれて耐久度が低下することを防止できる。
【００１５】
　また、本発明の技術的思想による実施形態による静電式スイッチは、レーザー直接構造
化工程を用いることで形状の制約なしに簡素化した工程で製造できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の技術的思想による実施形態による静電式スイッチが動作する原理を説明
するための図面である。
【図２】本発明の技術的思想による一実施形態による静電式スイッチの一部を示す図面で
ある。
【図３】本発明の技術的思想による一実施形態による静電式スイッチの一部を示す図面で
ある。
【図４】本発明の技術的思想による他の実施形態による静電式スイッチを示す図面である
。
【図５】本発明の技術的思想による他の実施形態による静電式スイッチを示す図面である
。
【図６】本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイッチを示す図面
である。
【図７】本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイッチを示す図面
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である。
【図８】本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイッチを示す図面
である。
【図９】本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイッチを示す図面
である。
【図１０】本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイッチを示す図
面である。
【図１１】本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイッチを示す図
面である。
【図１２】図４ないし図１１に示された基板にさらなるパターンが形成される例を示す図
面である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の技術的思想は、多様な変更が可能であり、かつ様々な実施形態を持つことがで
きるところ、特定の実施形態を図面に例示し、これを詳細な説明を通じて詳細に説明しよ
うとする。しかし、これは、本発明の技術的思想を特定の実施形態に限定しようとするも
のではなく、本発明の技術的思想に含まれる全ての変更、均等物ないし代替物を含むと理
解されねばならない。
【００１８】
　本発明の技術的思想を説明するに当って、関連の公知技術に関する具体的な説明が本発
明の技術的思想の趣旨を曖昧にすると判断される場合にはその詳細な説明を省略する。ま
た、本明細書の説明過程で用いられる数（例えば、第１、第２など）は、一つの構成要素
を他の構成要素から区分するための識別記号に過ぎない。
【００１９】
　また、本明細書において、一つの構成要素が他の構成要素に「連結される」または「接
続される」と言及された時には、前記一つの構成要素が前記他の構成要素に直接連結され
てもよく、または直接接続されてもよいが、特に逆の記載がない限り、中間にさらに他の
構成要素を介して連結されるか、または接続されることもあると理解されねばならない。
【００２０】
　また、本明細書に記載の「部」、「器」、「子」、「モジュール」などの用語は少なく
とも一つの機能や動作を処理する単位を意味し、これはハードウェアやソフトウェア、ま
たはハードウェアとソフトウェアとの結合で具現される。
【００２１】
　そして、本明細書の構成部の区分は、各構成部が担当する主機能別に区分したことに過
ぎない。すなわち、以下で説明する２つ以上の構成部が一つの構成部に合わせられるか、
または一つの構成部がさらに細分化された機能別に２つ以上に分化して備えられてもよい
。そして、以下で説明する構成部それぞれは、自分の担当する主機能以外にも他の構成部
の担当する機能のうち一部またはすべての機能をさらに行ってもよく、また構成部それぞ
れが担当する主機能のうち一部の機能が他の構成部によって行われてもよいということは
言うまでもない。
【００２２】
　以下、本発明の技術的思想による実施形態を順次に詳細に説明する。
【００２３】
　図１は、本発明の技術的思想による実施形態による静電式スイッチが動作する原理を説
明するための図面である。図１を参照すれば、静電式スイッチ１０は、スイッチ構造体１
００と、弾性体２００と、基板３００と、を備える。
【００２４】
　スイッチ構造体１００は、ユーザのタッチによるユーザタッチ入力またはユーザのプッ
シュによるユーザプッシュ入力が行われる部分である。
【００２５】
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　実施形態によって、スイッチ構造体１００は、ポリマー素材の射出成形物で具現され、
少なくとも一面が平面または曲面からなる３次元形状を持つことができる。他の実施形態
によって、スイッチ構造体１００は、一体型構造体（図２及び図３参照）または複数の部
品が結合されて構成された結合型構造体（図４ないし図９）に具現される。一方、図１に
具体的に示されてはいないが、スイッチ構造体１００は、弾性体２００の上面と対向する
底面側の少なくとも一部が開放されて内部空間が用意される形状を持つ。
【００２６】
　スイッチ構造体１００は、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３を備
える。実施形態によって、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３はスイ
ッチ構造体１００の内部で露出するように形成され、スイッチ構造体１００の内部の上面
から側面に延びるか、またはスイッチ構造体１００の内部の上面から側面に沿って下面に
延びる。この場合、第１電極パターンの一部分１５０－１はスイッチ構造体１００の内部
の上面に形成され、第１電極パターンの他の部分１５０－２はスイッチ構造体１００の内
部の側面に形成され、第１電極パターンのさらに他の部分１５０－３はスイッチ構造体１
００の内部の下面に形成される。
【００２７】
　実施形態によって、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３は、ユーザ
のタッチ入力動作またはプッシュ入力動作を感知するためにフローティング状態に具現さ
れる。
【００２８】
　実施形態によって、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３は、レーザ
ー直接構造化工程によってスイッチ構造体１００に直接的に形成される。例えば、レーザ
ー直接構造化工程は、非伝導性で化学的に安定した金属複合体を含む材質で支持材を形成
し、支持材の一部をＵＶ（Ｕｌｔｒａ　Ｖｉｏｌｅｔ）レーザーまたはエキシマレーザー
などのレーザーに露出させることで金属複合体の化学的結合を解除して金属シードを露出
させた後、支持材を金属化して支持材のレーザー露出部位に導電性構造を形成する過程で
行われる。
【００２９】
　しかし、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３を形成する工程はレー
ザー直接構造化工程に限定されるものではなく、第１電極パターン１５０－１、１５０－
２、１５０－３は多様な方法のパターニング工程を通じて形成されうる。例えば、第１電
極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３は射出成形及び導電性パターンの形成を
１段階に共に行える二重射出、多重射出などのパターニング工程によって形成される。
【００３０】
　一方、実施形態によって、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３の少
なくとも一部は、スイッチ構造体１００の内部で露出する面の少なくとも一部がカバー部
材（図示せず）によって覆われる。前記カバー部材は、スイッチ構造体１００をなす物質
と同じ物質で形成できるが、これに限定されるものではない。前記カバー部材は、スイッ
チ構造体１００をなす物質と異なる物質で形成されてもよく、複数層構造を持ってもよい
。前記カバー部材によって、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３の耐
久度が向上する。
【００３１】
　弾性体２００は、スイッチ構造体１００と基板３００との間に介される。弾性体２００
はスイッチ構造体１００と基板３００との間に介され、ユーザがスイッチ構造体１００に
プッシュ入力動作を行う場合に収縮してからプッシュ入力動作が完了すれば弾性によって
元の形状に復元してスイッチ構造体１００を元の位置に復元させる。
【００３２】
　実施形態によって、弾性体２００は絶縁物質であって、弾性のある素材（例えば、ゴム
）からなる。
【００３３】
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　実施形態によって、基板３００は、ＰＣＢ（Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａ
ｒｄ）、ＦＰＣＢ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ＰＣＢ）などで形成される。
【００３４】
　基板３００には、第２電極パターン３１０及び集積回路部４００が備えられる。
【００３５】
　第２電極パターン３１０は、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３に
対応する形状を持つことができるが、これに限定されるものではなく、多様な形状及びサ
イズに具現されうる。
【００３６】
　集積回路部４００は、第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３、弾性体
２００、第２電極パターン３１０を通じて、ユーザタッチ入力動作によって発生する静電
容量の変化を感知して第１出力信号を生成し、ユーザプッシュ入力動作によって発生する
静電容量の変化を感知して第２出力信号を生成する。
【００３７】
　図１の第１状態ＳＴＡＴＥ１は、何のユーザ入力も行われていない状態であり、第２状
態ＳＴＡＴＥ２は、ユーザタッチ入力動作が行われた場合を示し、第３状態ＳＴＡＴＥ３
は、ユーザプッシュ入力動作が行われた場合を示す。
【００３８】
　この時、ユーザタッチ入力動作は弾性体２００の物理的な変化を伴わず、ユーザプッシ
ュ入力動作は弾性体２００の物理的な変化を伴う。
【００３９】
　第１状態ＳＴＡＴＥ１で第１電極パターン１５０－１、１５０－２、１５０－３と第２
電極パターン３１０との間の静電容量が第１値Ｃ０を持っならば、第２状態ＳＴＡＴＥ２
ではユーザタッチ入力動作によって静電容量が第２値Ｃ１を持ち、第３状態ＳＴＡＴＥ３
ではユーザプッシュ入力動作によって静電容量が第３値Ｃ２を持つようになる。
【００４０】
　すなわち、集積回路部４００は、第１状態ＳＴＡＴＥ１と、第２状態ＳＴＡＴＥ２と、
第３状態ＳＴＡＴＥ３との間の静電容量の変化を感知してユーザタッチ入力動作とユーザ
プッシュ入力動作とを区分でき、ユーザタッチ入力動作とユーザプッシュ入力動作それぞ
れに相応する出力信号を出力することで相応する機能を行わせる。
【００４１】
　実施形態によって、第２状態ＳＴＡＴＥ２及び第３状態ＳＴＡＴＥ３は順次的なユーザ
入力段階で具現される。例えば、第２状態ＳＴＡＴＥ２は、第３状態ＳＴＡＴＥ３の活性
化のための予備入力で具現される。この場合、ユーザタッチ入力動作によって第２状態Ｓ
ＴＡＴＥ２が感知された場合、集積回路部４００は、視覚的または聴覚的手段を通じてユ
ーザプッシュ入力動作に関する案内情報を提供する。この時、ユーザは、提供された案内
情報によってプッシュ入力動作を行い、ユーザプッシュ入力動作によって第３状態ＳＴＡ
ＴＥ３が感知された場合に、集積回路部４００は、既定の特定機能を行わせる。
【００４２】
　図２及び図３は、本発明の技術的思想による一実施形態による静電式スイッチの一部を
示す図面である。図２及び図３では、説明の便宜のために一実施形態による静電式スイッ
チ１０Ａの一部を示す。
【００４３】
　図１ないし図３を参照すれば、スイッチ構造体１００は一体型に構成される。
【００４４】
　この場合、第１電極パターン１５０－１Ａ、１５０－２Ａ、１５０－３Ａは、スイッチ
構造体１００の内部の上面、側面及び下面にわたって形成される。
【００４５】
　第１電極パターンの一部分１５０－１Ａ（以下、第１部分）はスイッチ構造体１００の
内部の上面に形成される。図２及び図３では、第１部分１５０－１Ａがスイッチ構造体１
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００の内部の上面すべてを覆う形状を持つと図示されているが、これに限定されるもので
はない。例えば、基板３００に発光素子が備えられる場合、スイッチ構造体１００の上部
には透光領域が形成され、第１部分１５０－１Ａは透光領域に対応する空の領域を持つ形
状になる。
【００４６】
　第１電極パターンの他の部分１５０－２Ａ（以下、第２部分）は、第１部分１５０－１
Ａと連結され、スイッチ構造体１００の内部の側面に形成される。図２及び図３では、第
２部分１５０－２Ａがスイッチ構造体１００の内部で互いに対向する側面にそれぞれ形成
されると示されているが、これに限定されるものではなく、第２部分１５０－２Ａは、ス
イッチ構造体１００の内部で一つの側面に複数形成されてもよい。第２部分１５０－２Ａ
は多様な幅、厚さ、形状を持つことができるということはいうまでもない。
【００４７】
　第１電極パターンのさらに他の部分１５０－３Ａ（以下、第３部分）は第２部分１５０
－２Ａと連結され、スイッチ構造体１００の下面に形成される。詳細には、第３部分１５
０－３Ａは、スイッチ構造体１００の内部空間を定義する側壁のうち少なくとも一部の底
面を覆うように形成され、側壁の外面上に形成された第２部分１５０－２Ａと連結される
。
【００４８】
　図４及び図５は、本発明の技術的思想による他の実施形態による静電式スイッチを示す
図面である。
【００４９】
　図１、図４及び図５を参照すれば、静電式スイッチ１０Ｂは、スイッチ構造体１００と
、弾性体２００と、基板３００と、を備える。
【００５０】
　実施形態によって、スイッチ構造体１００は、複数の部品が結合されて構成された結合
型構造体に具現される。この場合、スイッチ構造体１００は、キャップ部１１０と、支持
部１２０と、ガイド部１３０と、を備える。
【００５１】
　キャップ部１１０は、ユーザがユーザタッチ入力動作またはユーザプッシュ入力動作を
行うために当接する部分であり、キャップ部１１０を支持する支持部１２０と別途に構成
されて支持部１２０と結合される。
【００５２】
　支持部１２０は、その内部に空の空間を持つ方形のパイプ構造を持つ。しかし、これに
限定されるものではなく、支持部１２０は、軸方向に対する垂直断面が中空の円形などの
多様な形状になっているパイプ構造を持ってよい。支持部１２０の側面にはガイド部１３
０が結合されるかまたは一体に備えられ、ガイド部１３０は、外部の構造と結合して支持
部１２０の上下移動経路をガイドする。
【００５３】
　図４及び図５の静電式スイッチ１０Ｂでは、第１電極パターン１５０－１Ｂ、１５０－
２Ｂ、１５０－３Ｂが支持部１２０に形成される。詳細には、第１電極パターンの一部分
１５０－１Ｂは支持部１２０の上面に形成され、第１電極パターンの他の部分１５０－２
Ｂは支持部１２０の側面に形成され、第１電極パターンのさらに他の部分１５０－３Ｂは
支持部１２０の下面に形成される。
【００５４】
　実施形態によって、弾性体２００には突出部２１０が構成されて支持部１２０の突出部
１２５と当接し、ユーザのプッシュ入力動作によって収縮されてからプッシュ入力動作が
完了すれば弾性を用いて元の形状に復元することでスイッチ構造体１００を元の位置に復
元させる。
【００５５】
　図６及び図７は、本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイッチ
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を示す図面である。
【００５６】
　図６及び図７を参照すれば、図６及び図７の静電式スイッチ１０Ｃでは、第１電極パタ
ーンの一部分１５０－３Ｃがガイド部１３０まで延設される。この場合、第１電極パター
ン１５０－１Ｃ、１５０－２Ｃ、１５０－３Ｃは、支持部１２０の上面から側面及び下面
に沿ってガイド部１３０の下面に延設される。
【００５７】
　また、第２電極パターン３１０の拡張部分３１０’は、弾性体２００において第２電極
パターン３１０が基板３００に形成される領域と対応する領域に形成され、基板３００に
形成された第２電極パターン３１０と電気的に接続する。第２電極パターン３１０の拡張
部分３１０’は、ガイド部１３０の下面に形成された第１電極パターンの一部分１５０－
３Ｃと間隙をおいて対面する。一方、第２電極パターン３１０の拡張部分３１０’は、ユ
ーザのスイッチプッシュ入力動作時にも第１電極パターンの一部分１５０－３Ｃと当接せ
ずに離隔する。
【００５８】
　図８及び図９は、本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイッチ
を示す図面である。
【００５９】
　図８及び図９を参照すれば、図８及び図９の静電式スイッチ１０Ｄにおいて、第１電極
パターンの一部分１５０－３Ｄは、支持部１２０の突出部１２５及びガイド部１３０の下
面に形成される。
【００６０】
　第１電極パターンの拡張部分１５０’弾性体２００に形成される。実施形態によって、
第１電極パターンの拡張部分１５０’は弾性体２００の突出部２１０にも形成され、弾性
体２００の突出部２１０に形成された第１電極パターンの拡張部分１５０’は、支持部１
２０の突出部１２５に形成された第１電極パターンの一部分１５０－３Ｄと電気的に接続
される。
【００６１】
　図１０及び図１１は、本発明の技術的思想によるさらに他の実施形態による静電式スイ
ッチを示す図面である。
【００６２】
　図１０及び図１１を参照すれば、図１０及び図１１の静電式スイッチ１０Ｅにおいて、
第２電極パターンの拡張部分３１０”一部は、ガイド部１３０の底面に相応する形態で弾
性体２００に形成され、第２電極パターンの拡張部分３１０”の一部は、突出部２１０の
上面を除いた突出部２１０の外郭にリング状に形成されて互いに連結される。
【００６３】
　実施形態によって、前記リング状の位置及び幅は多様に変形できる。
【００６４】
　この時、リング状に形成された第２電極パターンの拡張部分３１０”の一部は、ユーザ
プッシュ入力が行われる場合にも支持部１２０の突出部１２５に形成された第１電極パタ
ーン１５０－３Ｅと当接しないため、高い耐久性を持つ。
【００６５】
　また、リング状に形成された第２電極パターンの拡張部分３１０”の一部は、ユーザプ
ッシュ入力が行われる場合に支持部１２０の突出部１２５に形成された第１電極パターン
１５０－３Ｅと当接せずにも最大限近くなるように形成される。
【００６６】
　第１電極パターン１５０－３Ｅのさらに他の部分（以下、第３部分）のうち、支持部１
２０の突出部１２５の底面に形成された部分とガイド部１３０の底面に形成された部分と
は互いに連結される。
【００６７】



(9) JP 6771096 B2 2020.10.21

10

　図１２は、図４ないし図１１に示された基板にさらなるパターンが形成される例を示す
図面である。
【００６８】
　図４ないし図１２を参照すれば、基板３００には第２電極パターン３１０と共に接地パ
ターン３１２が形成される。接地パターン３１２は、第２電極パターン３１０の外郭に第
２電極パターン３１０と当接しない形態に形成される。
【００６９】
　この時、基板３００に形成された接地パターン３１２は外部ノイズを遮断することで外
部ノイズによる静電式スイッチ１０Ａないし１０Ｅの誤動作を防止する。
【００７０】
　以上、本発明の技術的思想を多様な実施形態を挙げて詳細に説明したが、本発明の技術
的思想は前記実施形態に限定されず、本発明の技術的思想の範囲内で当業者によって多様
に変形及び変更できる。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図１２】
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